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英
吉
利
法
律
学
校
の
入
学
か
ら
卒
業
ま
で

　

本
学
に
現
存
す
る
最
も
古
い
卒
業
記
念
写
真
は
、一
八
八
九（
明

治
二
十
二
）
年
の
英
吉
利
法
律
学
校
第
四
回
卒
業
記
念
写
真
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
当
時
の
学
員
課
が

卒
業
生
の
一
人
で
あ
る
桑
原
羊
次
郎
か
ら
借
用
し
て
複
写
し
た
写

真
で
あ
る
。

　

写
真
に
付
さ
れ
た
「
英
吉
利
法
律
学
校
講
師
及
己
丑
三
年
生
写

真
姓
名
」
に
よ
れ
ば
、
写
真
撮
影
の
企
画
を
担
当
し
た
の
は
岩
田

錬
、
渡
辺
勘
十
郎
、
杉
山
平
治
郎
、
深
谷
喜
久
太
郎
の
四
人
の
学

生
で
、
六
月
二
十
三
日
に
撮
影
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

場
所
は
、
当
時
の
学
校
と
し
て
は
宏
壮
な
建
物
で
あ
っ
た
ル
ネ

サ
ン
ス
式
の
赤
煉
瓦
二
階
建
て
新
校
舎
の
中
庭
で
あ
っ
た
。
写
真

師
は
、
水
雷
爆
発
時
の
水
煙
の
瞬
間
撮
影
に
成
功
し
た
こ
と
か
ら

「
早
撮
り
写
真
師
」
と
し
て
名
を
馳
せ
た
浅
草
の
江
崎
礼
二
で
あ

る
。

　

写
真
に
は
、
当
日
参
集
し
た
講
師
一
三
人
と
学
生
一
〇
五
人
の

合
わ
せ
て
一
一
八
人
が
勢
ぞ
ろ
い
し
て
い
る
。
二
列
目
に
校
長
の

増
島
六
一
郎
を
は
じ
め
岡
村
輝
彦
、岡
山
兼
吉
、渋
谷
慥
爾
と
い
っ

た
創
立
者
で
幹
事
や
講
師
と
な
っ
た
人
物
の
ほ
か
、
松
野
貞
一
郎

や
伊
藤
悌
治
さ
ら
に
高
橋
捨
六
、
中
橋
徳
五
郎
、
岡
野
敬
次
郎
な

ど
学
校
経
営
に
尽
力
し
た
講
師
た
ち
の
顔
が
見
え
る
。

　

ま
た
学
生
で
は
、
後
年
、
上
海
や
ホ
ノ
ル
ル
の
総
領
事
を
歴
任

し
外
交
官
と
し
て
活
躍
し
た
永
滝
久
吉
、
本
学
初
の
海
外
留
学
生

に
選
ば
れ
て
一
八
九
九
年
ド
イ
ツ
留
学
を
果
た
し
、
帰
国
後
弁
護

士
業
の
か
た
わ
ら
講
師
を
務
め
た
渡
辺
豊
治
、
文
官
高
等
試
験

に
合
格
し
会
計
検
査
院
検
査
官
と
な
っ
た
岩
波
一
郎
ら
の
姿
も
あ

る
。

　

学
生
た
ち
の
服
装
は
、
和
服
が
約
四
分
の
三
で
、
残
り
の
四
分

の
一
ほ
ど
が
洋
服
で
あ
る
。
卒
業
記
念
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
羽

織
を
着
用
し
て
い
る
者
が
多
く
、
洋
装
の
中
に
は
三
つ
揃
い
も
わ

ず
か
な
が
ら
確
認
で
き
る
。
大
半
の
学
生
は
、
ま
っ
す
ぐ
に
カ
メ

ラ
の
方
を
向
い
て
神
妙
な
顔
つ
き
を
し
て
い
る
が
、
中
に
は
斜
に

構
え
て
ポ
ー
ズ
を
作
っ
て
い
る
も
の
も
い
る
。
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最
前
列
で
は
、
敷
物
の
上
で
き
ち
ん
と
正
座
す
る
も
の
が
い
る

か
と
思
え
ば
、
足
を
投
げ
出
し
た
り
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
る
者
も

お
り
、
ま
た
か
ん
か
ん
帽
を
前
に
立
て
膝
に
頬
杖
を
つ
く
姿
も

見
受
け
ら
れ
る
。
彼
ら
の
思
い
思
い
の
恰
好
か
ら
は
、
当
時
の

学
生
の
風

俗
の
一
端

が
垣
間
見

え
て
た
い

へ
ん
興
味

深
い
。
制

服
・
制
帽

や
徽
章
が

定
ま
っ
て

い
な
か
っ

た
本
学
草

創
期
な
ら

で
は
の
写

真
と
い
え

よ
う
。

　

と
こ
ろ

で
、
第
四
回
卒
業
生
は
英
語
・
邦
語
の
両
法
学
科
を
合
わ
せ
て

一
四
三
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
写
真
に
写
っ
て
い
る
学
生
は
、
約
七

割
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
写
真
撮
影
に
参
加
し
た
こ
の

一
〇
五
人
の
う
ち
四
人
に
つ
い
て
は
、
八
九
年
の
卒
業
生
記
録
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
実
は
、
四
人
中
二
人
は
翌
年
の
卒

業
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
残
り
の
二
人
に
つ
い
て
は
不
明

で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
の
写
真
撮
影
か
ら
三
ヵ
月
経
っ
た
九
月
二
十
八

日
に
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、
そ
の
直
後
の
十
月
英
吉
利
法
律
学
校

は
、
東
京
文
学
院
・
東
京
医
学
院
と
連
合
し
て
私
立
総
合
大
学
を

設
立
す
る
目
的
で
校
名
を
東
京
法
学
院
と
改
称
し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
第
四
回
卒
業
生
は
英
吉
利
法
律
学
校
最
後
の
卒

業
生
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
卒
業
記
念
写
真
に
添
付
さ
れ
た

「
今
ヤ
一
朝
学
校
ヲ
辞
ス
ル
ニ
当
リ
テ
東
西
相
離
散
シ
南
北
相
分

処
シ
テ
再
ヒ
之
カ
交
誼
感
情
ヲ
聚あ
つ
むル
能
ハ
サ
ラ
ン
ト
ス
」
と
い
う

言
葉
は
、
三
年
間
に
わ
た
る
英
吉
利
法
律
学
校
で
の
研
鑚
と
友
情

を
信
じ
て
社
会
に
巣
立
つ
学
生
の
決
意
を
今
に
伝
え
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

1889 年 6月撮影の卒業記念写真


